
 

 

 

 

 
 

 

 

                                                                                                                                                                                                    

 

 

  

 

 

                                                                                                                                                                                                          

                                                                                                                                                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校便り「ハメドゥースト」 
２０２３年度 第４号 

2023年７月20日発行

【８月・９月行事予定】 

8月28 日 夏休み明け集会 

  29 日 発育測定 

  31 日 集会 

9月 4 日 朝会 クラブ 

   7 日 委員会 

  14 日 預言者命日（休校） 

  25 日 前期期末考査（～26日）  

      テヘラン日本人学校 校長 西田隆之 

 ６月３０日、５５周年を迎えた本校の運動会が無事

終わりました。保護者の皆様からも、我が子の成長を

感じたとの感想をもらっている通り、子ども達個々が

活躍した素晴らしい運動会になったと思います。 

約１か月に及ぶ練習期間においては、「うまく踊れ

ない」といった個々の力量に関する悩み以外にも、「各

競技にチームとしてどう対応するか」「チームをどの

ようにまとめるか」といった、人間関係にも悩んだこ

ともあったでしょう。しかし、そうした時に、家庭で

個人練習をする、子ども達自身で話し合うなどして、

当日に向けて積み上げていきました。その結果、あの

ような清々しい表情、溌溂とした競技に対する姿勢、

元気いっぱいの演技を見ていただけたと感じており

ます（諸事情で写真の掲載はできません）。 

宿泊学習とともに、学校の大きな行事である運動会

を経て、それぞれが一段と成長しました。この機会に

身に付けた力は、これからの学校生活だけでなく、家

庭生活、そして学習に活かしていかなければなりませ

ん。いえ、活かしてこそ、運動会を行う意義となりま

す。これからの生活に期待しています。 

明日から、夏休みに入ります。“テヘランっ子”ら

しく、明るく、元気に過ごし、さらにたくましくなっ

て学校に帰ってきてくれることを願っています。 

 今年度の運動会は、開催４日前になって予定した

体育館が使えないという状況になりましたが、アマ

ルスポーツコンプレックスの特段の配慮により、無

事に実施することができました。 

そこで、７月11日、体育館の使用に対するお礼

として、棚田領事同席のもと、会長へ感謝状を贈呈

しました。お礼の際、来年度運動会の体育館、テニ   

ス学習について、使用可能との回答も得ました。ま 

          た、福祉施設、私立学校も経 

          営されておられ、職員視察を 

          した後、授業での活用も検討 

          していきます。 

 ７月6日、PTA主催で、マドレセサロンが開催

されました。今回は、朝日新聞社の佐藤さんを講師

に迎え、スマートフォンを使った写真の撮り方につ

いて、親子で学びました。 

 カメラの構え方、インパクトのある構図、光の効

果的な活用など、技術的な指導を受けた後、本校低

学年児童がモデルになり、撮影会も行いました。親

子で、実際に撮った写真を見せ合いながら、写真撮

影を楽しむ姿が印象的でした。 

 ７月５日、日本国大使館の宮脇医務官を講師に招

き、教職員が心肺蘇生法を学びました。教職員はこ

れまでから年1回、同様の研修を受けてきています

が、今回の研修で危機意識を高めるとともに、緊急

時に対応できる技術を身に付けることができまし

た。今年度、海外子女教育振興財団から安全対策補

助の案内が来ておりますので、AED を購入できる

よう申請する予定です。 


